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区立小中学
校

適
正
な
規
模
と
配
置
を

検
討
し
て
い
ま
す

足
立
区
立
小
中
学
校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
審
議
会

足
立
区
で
は
、
小
・
中
学
校
の
児
s
・
生
徒
奴
の
減
少
に
よ
り
、

学
校
間
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
、
教
育
上
の
間
題
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
教
育
環
境
の
向
上
を
ば
か
り
。
区
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
等
し
く
よ
り
良
い
教
育
を
確
保
す
る

に
は
、
。学
校
規
横
と
学
校
配
一
'
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、「
一
議

会
」
斎
段
置
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
議
会

は
、
今
年
2

月
2
8日
に
発
足
し
、
以
後
2
年
間
の
検
討
を
鰹
て
、
6
3

年
眷
頃
に
学
校
の
酒
正
な
規
模
と
配
置
に
つ
い
て
、
教
育
委
a

会
に
答
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数
が

減
っ
て
い
ま
す

足
立
区
は
、
昭
和
3
0年
代
険
半

か
ら
4
0年
代
前
半
に
か
け
、
大
量

の
公
営
住
宅
建
設
等
に
よ
り
、
急

激
に
人
口
が
増
加
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
児
童
・
生
徒
数
も
著
し

く
増
・べ

小
・
中
学
校
の
建
設
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
3
0年
に
は
、小
学
校
3
8
校
、

中
学
校
1
7校
、
合
わ
せ
て
5
5
校
だ

っ
た
学
校
数
が
、
昭
和
6
1年
4
月

に
は
、
小
学
校
8
0校
、
中
学
校
3
8

校
、
計
1
1
8校
と
な
り
、
2
3区
で
は

一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
小
学
生
数
は
、
昭

和
5
4年
5
月
1
日
現
在
の
6
万
9

干
3
3人
を
ピ
ー
ク
に
、
ま
た
中
学

生
数
は
、
昭
和
5
7年
5
月
1
日
現

在
の
3

万
1

千
昭
人
を
ピ
ー
ク

に
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
急
速
に
減
少
す
る
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
規
嘆

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
一
部
学
校
の

小
規
模
化
が
生
じ
、学
校
運
営
面
、

教
育
指
導
面
な
ど
で
唾
々
な
問
題

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

学

校

規

模

に

開
き
が
あ
り
ま
す

学
校
規
模
の
最
小
と
最
大
を
比

較
す
る
と
、
小
学
校
で
は
最
小
7

学
級
、2
1
3人
。
杲
人
2
7学
級
、9
6
3

人
。
中
学
校
は
、
聚
ふ
8

学
級
。

知
人
。
嫐
大
3
1学
級
、1

禀
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
呈

図
穆
照
)
　

酘
小
、
最
大
の
比
は
、
小
学
校

で
約
4
5倍
、
中
学
校
で
約
4
9倍
と

な
っ
て
お
り
、
均
衡
の
と
れ
た
学

校
規
模
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

審議会の
運営

審
巌
会
は
、
学
蔽
経
験
者
、
区

議
会
議
員
、
区
内
関
係
団
体
の
代

表
、区
立
小
・
中
学
校
校
長
、区

職
貝
の
3
0名
の
委
貝
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
長
は
、
高
倉
翔
・
筑
波
大
学

敦
授
、
副
会
長
は
、
小
島
徽
次
・

元
筑
波
大
学
教
授
で
す
。

審
議
会
は
現
在
ま
で
に
3
回
開

催
さ
れ
、
今
後
月
1
回
の
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

現
在
ま
で
の
主
な
審
議
内
容

は
、
運
営
の
基
本
的
考
え
方
な
ど

運
常
に
関
す
る
事
項
で
す
。
ま
た

審
議
を
進
め
る
前
提
と
し
て
、
a

委
貝
の
理
解
を
深
め
る
た
め
。
足

立
区
の
学
校
敦
弯
の
現
状
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

後
の
審
議
事
項
と
し
て
は
、
x

内
お
よ
び
他
都
市
の
現
地
調

査
、
問
題
点
の
抽
出
、
諮
問
事
項

で
あ
る
適
正
規
椣
な
ら
び
に
濤
止

配
置
の
畢
準
設
定
、
こ
の
基
準
に

基
づ
く
具
体
的
な
改
善
計
画
の
策

定
な
ど
で
す
。

問
合
せ
先

学
秘
第
一
課
学

区
域
調
整
担
当

児
童
・
生
徒
数
の
推
移

人数

学
校
規
模
の
比
較

小学校

中学校

● 賛滷学岨のみ

6151 現在

自
立
し
て
明
日
を
築
く
足
立
(
3
)

今
回
の
制
度
改
革
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
向
上
す
る
か

第
一
に
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
、
さ
め
細
か
な
施
策
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

高
度
情
報
化
、
人
口
の
高
齢

化
、
価
泣
観
の
多
様
化
な
ど
、

行
政
を
取
り
ま
く
環
境
か
変
化

し
て
い
く
な
か
で
、
地
域
の
実

情
を
十
分
に
把
握
し
て
い
る
特

別
区
が
、
さ
ら
に
、
寺
め
細
か

な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

第
二
に
、
住
民
の
苦
情
や
意

見
が
反
映
し
や
す
く
な
り
ま

す
。人

観
模
な
自
冶
体
で
は
、
庄

民
の
苦
喃
や
意
見
な
ど
の
疇
報

が
卜
分
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た

り
、
処
理
か
す
み
や
か
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
兒

う
け
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
も
特
別
区
は
、
こ
う

し
た
苦
情
や
意
見
に
つ
い
て
迅

速
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
た
に
移
管
さ
れ
る
事
務
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
対
処
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第
三
に
、
地
域
内
の
業
務
を

総
台
的
な
視
点
で
調
整
で
き
ま

す
。た

と
え
ば
、
児
童
相
談
所
の

移
管
に
よ
り
、
福
祉
事
梼
所
、

保
健
所

、
学
校
な
ど
と
の
連
携

が
は
か
ら
れ
、
児
童
福
祉
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
展
間
す

る
こ
と
か
可
能
と
な
り
、
一
貫

し
て
児
童
福
祉
問
題
に
取
り
く

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

、総
じ
て

、
今
回
の
特
別
区
制

度
の
改
革
に
よ
り
、
区
役
所
と

区
民
の
皆
さ
ん
と
の
距
離
が
、

グ
ン
と
近
く
な
り
ま
す

。

y
企
画
課
い

第 8 回足立の花火大会・724R
午後7時15分～8時45分

( 雨天、荒天の場合は25日)

● 荒J I I 河川敷( 干住新橋～西新井橋聞)

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

( l l 図の黒線部分の道路は、午唆6 時から10時まで、巾の
通行を禁止します。) 　
また、酉'都高速千佳新哄ランプの出入りはできません。
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第2 回足立まちづ くりシンポジウム

いい町づくりを考える
水と緑の足立をめざして

四
方
を
川
に
囲
ま
れ
た

都
内
で
も
め
ず
ら
し
い

。水
の
町
‘
足
立
。

か
つ
て
は
、
そ
の
川
の

恵
み
を
受
け
て
、
緑
の
I

か
な
地
城
で
も
あ
り
ま
し

た
…
…
。

私
た
ち
に
無
限
の
「
や

す
ら
ぎ
」
を
与
え
て
く
れ

る
水
辺
と
緑
。

で
も
こ
の
都
市
化
の
な

か
で
は
問
題
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

水
と
緑
の
問
題
を
と
お

し
て
ほ
ん
と
う
に
。い
い

町
‘
と
は
何
か
を
多
く
の

人
々
の
討
論
で
問
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
緑
あ
ふ

れ
る
都
市
農
業
公
園
で
一

緒
に
討
論
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
7

月
1
2日
(
土
)
、
午
後
2
　

時
～
4

時
3
0分

場
所

都
市
機
業
公
園
(
啀
浜
2
　

丁
目
、
西
新
井
駅
西
口
か
ら
パ

ス
約
2
5分
)

内
容
A

基
調
講
演
V

「
。い
い
町
'
づ
く
り
へ
の
ひ
と

つ
の
提
言
」
進
士
五
十
八
氏
(
東

亰
農
大
助
教
授
)

A
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
V

〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

伊
集
院
實
氏
(
弁
護
士
)

〔
パ
ネ
リ
ス
ト
〕

柚
木
條
氏
(
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
)
、加
藤
マ
リ
ヤ
氏
(
主
婦
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
)
、井
深

雅
美
氏
(
榎
戸
町
会
ふ
れ
あ

い
花
壇
実
行
委
員
長
)
、柿
沼

賁
太
郎
氏
(

青
井
兵
和
通
り

商
振
組
理
事
長
)
、立
川
貞
氏

(区
・
都
市
環
境
部
長
)
、
進

士
五
十
八
氏

瘢
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
一
g歓
迎

。

A
ア
ト
ーフ
ク
シ
ョ
ン
V

▽
足
立
産
の
枝
豆
、
区
の
花
チ

ュ
ー
リ
ッ
ブ
の
球
根
プ
レ
ゼ
ン

ト

▽
野
鳥
コ
ー
ナ
ー

▽
都

市
農
業
公
園
の
緑
の
な
か
で
コ

ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
な
ど

S
用

無
料
(
入
場
自
由
)

問
合
せ
先

足
立
区
民
恵
章
推
進

協
議
会
(
中
央
本
町
庁
舎
・
地

域
振
興
課
内

眥
膕
5
1
7
　
1
)

昨年の
シンポジウ ム

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

請
求
に
は
、印
か
ん
と

自
署
が
必
要
と
な
り
ま
す

圧

民
棊
本
台
帳
法
」
の
改
正

に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
の
内
容

と
請
求
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

。

い
ま
ま
で
は
、
住
民
票
の
写
し
を

制
限
な
く
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る
よ

う
な
目
的
等
で
あ
る
場
合
に
は
交

付
眥
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
民
票
の
使
い
み
ち
も

今
ま
で
よ
り
具
体
的
に
記
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。(本
人
ま
た

は
本
人
と
同
一
世
帯
の
方
お
よ
び

弁
護
士
、
司
法
書
士
等
が
職
務
上

誚
求
す
る
鳩
合
は
、
請
求
理
由
を

要
し
ま
せ
ん
)

A
主
な
改
正
点
V

▽
庄
民
果
の
写
し
は
、
原
則
的
に

「
続
柄
」
と
「
本
籍
お
よ
び
筆
頭

者
氏
名
」
を
省
略
し
て
交
付
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
記
載
を
必
要
と
す
る

場
合
は
、
使
い
み
ち
を
貝
体
的
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
碓
認
の
う

え
交
付
し
ホ
罵

な
お

、
請
求
に
は
、
印
か
ん
が

必
要
と
な
n
ま
し
た
。

▽
住
民
票
の
閲
覧
は
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
の
4
点
に

限
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
戸
籍
の
附
票
は
閲
覧
で
き
な
ぐ

な
り
ま
し
た
。

※
偽
り
、
そ
の
他
不
正
の
手
段
に

よ
り
、
庄
民
票
の
写
し
の
交
付
を

受
け
た
り
、
閲
覧
を
し
た
者
に
対

し
て
は
罰
則
規
足
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
a
　

民
記
録
係

魯
禊
5
0
4
5

届きましたか
( 福 )

医 療 証

@
老
人
医
療
費
助
成
制
度

は
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額

(
本
人
一
部
負
担
金
を
除
く
)

を
助
成
す
る
東
京
都
の
制
度
で

す
。
区
で
は
、
こ
の
制
度
に
該

当
す
る
方
に
、7
月
1

日
か
ら

使
用
す
る
瑤
医
療
証
を
お
送
n

じ
ま
し
た
。

受
給
賢
格
が
あ
る
の
に
届
か

な
い
方
、最
近
転
入
さ
れ
た
方
、

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ

し該
当
す
る
力

▽
足
立
区
に
住

所
が
あ
り
、
大
正
5
年
7
月

2
日
か
ら
大
正
1
0年
7
月
3
1
　

日
ま
で
に
生
袤
れ
た
方

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お

よ
び
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者

▽
所
得
制
限
額
(右
表
)

以
下
の
所
得
の
方

※
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
医

蓆
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

や
、
生
活
保
護
(
医
療
扶
助
)

受
給
者
、
社
会
保
険
等
の
被
保

険
者
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
医

療
係

昭和61年度所 得制限基準 額表
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申請をお忘れなく

私
立
幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

毎
年
私
立
幼
碓
園
や
幼
稚
園
類

似
施
設
に
幼
児
を
通
園
さ
せ
て
い

る
保
護
者
の
方
に
、
区
で
は
補
助

金
を
年
2
回
に
分
け
て
支
給
し
て

い
ま
す

。

今
回
は
、4
-
9

月
の
6
ヵ
月

分
(
前
期
分
)
で
す
。
支
給
要
件

に
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は

、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。(な
お
、
区

内
の
幼
稚
園
類
似
施
設
は
、
花
畑

団
地
幼
児
教
室
の
1

園
で
す
。)
　

住
所
を
移
転
し
た
場
合
は
、
足

立
区
に
在
住
し
た
月
分
を
申
論
し

て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者
　

▽
昭
和
6
1年
4
月
1
日
以
降
足

立
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る
　

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園

類
以
施
設
に
在
輛
し
、
訳
の
生

年
月
日
の
幼
児
を
も
つ

満
5
歳
(
昭
和
5
5
年
4
月
2
日
　
　

I
昭
和
5
6
年
4
月
1
日
生
)
　

渦
4
歳
(
昭
和
5
6
年
4
月
2
日
　
　
～

昭
和
5
7年
4
月
1
日
生
)
　

満
3
歳
(
昭
和
5
7年
4
月
2
日

I
昭
和
5
8年
4
月
1
日
生
)
　

▽
傑
育
料
を
、9
月
分
ま
で
完

納
し
て
い
る

補
助
金
額
(
6
0
年
度
参
考
額
)
　
5

歳
児
…
月
額
6
千
円

4
歳
児
・
:月
額
6
千
円

3
歳
児
・・・
月
額
5
千
9
円

支
給
時
期
1
0

月
下
旬
の
予
定

受
付
期
限
9

月
5
日

申
請
の
方
法

▽
足
立
区
内
の
私

立
幼
碓
園
ま
た
は
幼
稚
園
類
似

施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
護

者
は
、
園
が
袤
と
め
て
申
請
す

る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
の

で

、
園
か
ら
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

・▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ

る
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園

類
以
施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の

保
護
者
は
、
本
人
が
直
接
、
学

事
第
二
係
へ
申
請
の
こ
と

※
郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
受
け
付

け
て
い
ま
せ
へ

個
人
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
使
用
の
も
の
)
　

▽
園
児
在
籍
証
明
書
(
区
所
定

様
式
の
も
の
)

▽
支
払
い
が
、
口
座
振
込
の
た

め
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口

座
番
号
を
確
認
で
き
る
保
護
者

名
壊
の
預
金
通
帳

柬
申
請
S
類
は
、
幼
碓
園
ま
た
は

学
事
第
二
係
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
二

係

く
ら
し
の

情

報

情報公開

販
売
し
て
い
ま
す

区

の

刊

行

物

区
が
発
行
し
て
い
る
刊
行
物

の
敗
売
は
、
現
在
情
報
公
開
課

(分
室
を
含
む
)
で
行
っ
て
い

ま
す

。
な
お
、
行
政
資
料
の
コ

ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
(

有
料
)
も
行

っ
て
い
ま
す

。

啝
刊
。行
物
の
主
な
も
の
は
左
下

表
の
と
お
り
で
す

。
在
庫
の
少

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
情
報
公

聞
課
、
中
央
本
町
庁
舎
・
情

報
公
開
課
分
室

啻
禊
5
0

広
報

ル

ッ
ク

イ
ン

あ
だ

ち

の

貸

し

出

し

ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
ィ
ン

あ
だ
ち

」こ

覧
表
は
左
表
の
と

お
り
)
の
テ
ー
プ
が
、こ
れ
ま
で

の
広
報
課
の
ほ
か
に
本
庁
舎
・

情
報
公
開
課
と
中
央
本
町
庁
舎

・
情
報
公
間
課
分
室
で
借
り
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
報
課

子ども

単
親
家
庭

休
養
ホ
ー

ム

父
子
・
母
了
世
帯
を
対
象

に
、
単
観
家
庭
休
餐
ホ
ー
ム
串

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お

干
さ
ん
と

。橘
に
夏
休
み
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所

熱
厩
、
日
光
、河
口
湖

等
狎一ヵ
所

徊
泊
料

無
糾
(
た
だ
し
、
入

湯
悦
等
は
自
己
負
担
)
Λ
年

度
内
1
泊
V

申
込
力
法

直
接
窓
川
へ
、
に

子
年
金
・
児
童
扶
餐
手
当
証

?

■
'

手
当
支
払
通
知
S
　

な
ど
、
単
親
覃
庭
が
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
書
次
は
'
#

庁
舎
・
児

童
助
威
係

国
民年
金

加
入
手
続
き
を

お

早
め

に

本
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
国
民
年
金
制
慶
で
は
、
加

入
者
の
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
さ

れ
、今
ま
で
強
制
加
入
と
さ
れ

て
い
た
自
宮
業
等
の
方
に
加

え
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

も
必
す
加
人
匚
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
任
意
加
入
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
6
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
方
、

酊
外
に
住
む
日
本
人
で
3
歳
以

上
6
5歳
末
爾
の
方
も
加
入
で
き

る
ふ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
6
5

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
か
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
加
入
中
に
障
唇

者
に
な
っ
た
と
き
、
加
入
者
が

亡
く
な
り
母
子
世
帯
に
な
っ
た

と
き
な
ど
に
年
金
が
受
け
ら
れ

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
レ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
な
ど
で
ま
だ
加

入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
。
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
適
用
係

眥
枷
5
1

所

得

状

況

届

の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
、
所
碍
状
況
届
を
受

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
所
琳
状
況
届
は
、7
月

上
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
必
ず
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
国
民
年
金
課
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限
7

月
3
1日

問
合
せ
先

中
央
禀
町
庁
舎
・

給
付
係
・
l脚
5
1
6
1

主な刊行物

貸出 テ ープ 一 覧 表

● ほガにJ 生活施設目j j 防災纖」、『旧日光街画をt ずQ て』あり。
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保
健
衛
生
ガ
イ
ド

忘れずに
受けましょう

日本脳炎
予防接種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
該
当
す
る

幼
児
に
は
、
忘
れ
ず
に
受
け
き
せ

ま
し
ょ
う
。

実
施
日
・
会
場
下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
午
後
2
時
～
3
時

対
象

碼
4
歳
以
上
(
4
月
1
日

現
在
)
学
齢
前
ま
で
の
幼
児
で

保
育
園
、
幼
稚
園
に
通
つ
て
い

な
い
幼
児

接
種
費
用

無
料

※
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

る
幼
児
。
小
・
中
学
校
児
童
・
生

徒
は
各
施
設
で
実
施
し
ま
す
か

、

そ
れ
に
も
れ
た
幼
児
・
児
童
・
生

徒
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
方
法
初
め
て
こ
の
予
防
接
　

種
を
受
け
る
幼
児
は
、1
～
2
　

週
間
あ
け
て
2

回
接
種
し
ま

す
。
昨
年
に
2
回
受
け
た
幼
児

は
、
―
回
接
種
し
ま
す

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼
児

①
発
熱
し
て
い
る
か
著
し
い
栄
養

障
害
が
あ
る
幼
児

②
最
近
ま
た
は
現
在
訶
気
に
か
か

っ
て
い
る
幼
児
(
心
臓
、
腎
臓
、

肝
臓
等
の
祠
気
で
急
性
期
、
増

悪
期
ま
た
は
、
活
動
期
に
あ
る

幼
児
)

③
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
幼
児

④
予
防
接
種
に
よ
り
、
高
熱
な
ど

異
常
な
副
反
C
を
お
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
幼
児

⑤
最
近
1
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

幼
児

⑥
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め

た
幼
児

A
注
意
事
項
V

当
日
は
、
体
温

を
は
か
り
、
母
子
手
帳
と
印
か

ん
を
持
っ
て
会
場
へ
お
い
で
ぐ

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
、
足
立
保
健
所
、
千
住
保
健

所

日本脳炎予防接種会場
昨間T 一筏2 畤ヽ3 時

みんなの健康 足 立 保 健 所0855- 4151干 住 保 健 所08884277
江 北保 健 相 岐 所**896- 4004
東 和保 健 相 岐 所0606- 4171
中央本叨保健相談所0880- 1165

皆んなで
加 入 し ま し ょ う

区民の
交通災害共済

こ
の
共
済
は
、
区
民
の
福
祉
を

目
的
と
し
、
東
京
2
3区
役
所
が
共

同
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
方

東
京
都
2
3区
内

に
住
所
の
あ
る
方
(
外
国
人
も

加
入
で
き
ま
す
)

掛
金
I

ロ
5
0
0
円
(
年
額
)

1
人
2
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す

対
象
と
な
る
事
故

自
動
車
、
自

転
車
、
電
車
、
航
空
機
、
船
舶

等
の
交
通
機
関
に
よ
る
人
身
事

故
(
外
国
に
お
け
る
交
通
事
故

も
含
ま
れ
ま
す
)

見
舞
金
9

等
級
(
1

万
円
)
I
　
I

等
級
(
死
亡
・
図
万
円
)
2
　

口
の
場
合
は
倍
額
支
給
し
ま
す

※
こ
れ
と
は
別
に
、
区
で
独
自
に
4

歳
か
ら
中
学
生
ま
で
と
、
7
0歳

以
上
の
方
に
対
し

。
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

有
効
期
聞

加
入
日
の
翌
日
の
午

前
0
時
か
ら
1
年
間

加
入
申
込
先

区
内
の
銀
行
、
信

用
組
合

、
信
用
金
庫
、
区
役
所

本
庁
舎
・
交
通
安
全
係

、
交
通

災
害
共
済
担
当
(
郵
便
局
で
は
、

取
り
扱
つ
て
い
ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
交
通
安
全

係
、
交
通
災
害
共
済
担
当

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
1
)
　

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
に
は
、
部
落
差
別

の
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
支
配
者
と

被
支
配
者
と
の
長
い
歴
史
の

経
過
の
な
か
で
、
支
配
者
が

権
力
維
持
の
た
め
に
作
っ
た

身
分
制
度
で
あ
る
y
}
こ
で
す
。

戦
国
時
代
、
支
配
者
で
あ

る
戦
国
大
名
に
と
っ
て
は

、

自
分
の
立
場
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
、
民
衆
の
t
(部
分
を

占
め
、
米
の
生
産
に
従
事
し

て
い
た
農
民
を
ど
の
よ
う
に

支
配
す
る
か
が
大
き
な
課
題

で
し
た
。

農
民
か
ら
支
配
権
力
の
座

に
つ
い
た
豊
臣
秀
吉
は
、
農

民
の
力
を
ま
く
知
っ
て
い
ま

し
た
。
農
民
の
力
を
も
蓆
と

り
完
全
に
支
配
す
る
た
め

に
、
ま
ず

「
刀
狩
り
」
で
大

衆
の
武
器
を
と
り
あ
げ
、
[検

地

に
よ
っ
て
農
民
を
田
畑

に
し
ぱ
り
つ
け
ま
し
た
。

こ
の
刀
狩
り
や
検
地
は
、

爨
民
か
ら
武
器
を
取
り
あ
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
武
士
と
農

民
と
を
分
離
さ
せ
る
と
と
も

に
そ
の
身
分
を
固
定
化
す
る

目
的
を
も
っ
て
い
ま
し
た

。

こ
の
よ
う
な
政
策
が
江
戸

時
代
に
な
り
、
徳
川
幕
府
の

民
衆
支
配
の
必
要
か
ら
、「
身

分
制
度
」
と
し
て
確
立
さ
れ

て
い
く
の
で
す
。

徳
川
幕
府
が
、
全
人
口
の
7
%

し
か
な
い
武
士
階
級
を

も
っ
て

、
圧
倒
的
多
数
で
あ

る
民
衆
支
配
を
し
え
た
の
は

武
力
を
独
占
し
て
い
た
こ
と

で
す
。

こ
の
武
力
を
も
と
に
民
衆

を
お
さ
え
つ
け
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
や
法
律
を
つ
く
っ

た
か
ら
で
す
。

そ
の
な
か
で

、
強
力
に
す

す
め
ら
れ
た
の
が
、「
士
・
農

・
エ
・
商
」
と
い
わ
れ
る
身

分
制
度
で
す
。

こ
の
身
分
制
度
に
よ
っ
て

職
業
や
結
婚
に
至
る
ま
で
制

限
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
身
分

が
世
襲
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

台
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

生
活
環
境

縦
覧
し
て
い
ま
す

地
区
計
画
等
の
原
案

区
で
は
、
現
在
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す

。今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

神
明
三
丁
目
地
区
の
地
区
計
画

等
の
原
案
を
決
定
し
ま
し
た

。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
本
地
区

に
関
係
の
あ
る
方
は
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
決
定
地
区

神
明
三

丁
目
地
内

縦
覧
期
間
7
月
9
日
～
2
3
日

意
見
書
提
出
期
間
7
月
9
日
　
～

3
0日

縦
覧
・
意
見
S
の
提
出
場
所
　

本
庁
舎
・
都
市
計
画
課

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計

画
課

ご
注
意
く
だ
さ
い

五
兵
衛
橋
の

車
両
通
行
止

五
兵
衛
檎
は
、
自
転
車
・
バ

イ
ク
・
歩
行
者
を
除
い
て
、
「
自

動
車
の
通
行
」
を
7
月
1
日
か

ら
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
兵
衛
僑
の
老
朽

化
が
著
し
ぺ

自
動
車
通
行
が

危
険
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

自
動
車
の
通
行
は
、
4
月
1
7

日
に
閧
通
し
た
五
兵
衛
新
僑
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

土
木
部
計
画
調
整
課

昔
巍

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

土
地
利
用
現
況
調
査

区
で
は
、
都
市
計
画
法
お
よ

び
国
士
利
用
計
画
法
に
基
づ
い

て
、
土
地
利
用
現
況
調
査
を
実

施
し
ま
す
。こ
れ
は
、
土
地
利

用
構
想
や
土
地
利
用
計
画
な

ど
、
衝
づ
く
り
を
行
う
た
め
の

基
礎
資
料
に
す
る
も
の
で
す
。

調
査
は
、区
が
委
託
し
た
業

者
が
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
菅
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
7

月
初
旬
I
9
月

下
旬

調
査
対
象
区
域

区
内
全
域

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計

圃
課お

せらせ

一
般
利
用
を
開
始
し
ま
す

(
7
月
2
1
日
～
8
月
2
0
日
)

か
ず
さ
み
な
と

上
総
湊
健
康
学
園

区
立
小
学
校
の
ぜ
ん
そ
ぐ
、

肥
満
児
童
な
ど
の
健
康
増
進
を

図
る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
る

「
足
立
区
立
健
康
学
園
」
を
、

次
の
と
お
り
区
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
n

ま
し
た
。

学
園
の
あ
る
千
葉
県
・
上
総

漢
は
、
酊
水
浴
、
薊
釣
ひ
な
ど

か
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
。
近
く
に
は
、
マ
ザ
ー

牧
場
、
鋸
山
、
南
房
総
国
定
公

園
富
津
岬
も
あ
り
、
楽
し
い
夏

休
み
の
一
日
を
逼
ご
せ
ま
す
。

利
用
で
き
る
期
間
7

月
2
1日

(月
)
～
8

月
2
0日
(

水
)

学
園
の
所
在
地

千
葉
県
富
津

市
湊
7
7
3番
地

交
通

内
房
線

上
総
湊
駅
下

卑
徒
歩
1
分

利
用
で
き
る
方

区
内
在
住

。

在
勤
の
方
(
1

室
3
名
以
上

で
冫
泊
ま
で
)

※
な
お
、
未
成
年
者
の
み
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん

。

利
用
で
き
る
部
屋
数
8

室

T
室
1
5畳
・
:
3
-
6
名
)

申
込
方
法

抽
選
を
行
い
、
そ

の
順
位
に
よ
り
受
け
付
け
ま

す
抽
選
日
時
・
場
所
7

月
1
0日

(木
)
午
前
9
時
3
0分
か
ら

区
役
所
本
庁
舎
(
予
住
)
7
　

階
会
蹶
堅

Λ
ご
注
意
V
利
用
を
希
葷
歹
る

方
は
、
必
ず
当
日
9
時
3
0分
ま

で
に
会
場
に
お
い
出
く
だ
さ
い

※
電
話
な
ど
に
よ
る
空
室
の
問

い
合
わ
せ

、
申
し
込
み
は
7

月
H
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

利
用
料
金
T

泊
)

▽
使
用

料
・・・
お
と
な
千
掴
円

中
学

生
以
下
の
子
ど
も
瞋
円
(
3
　

歳
以
下
は
無
料
)

▽
食
事

料
(
朝
・
夕
食
)
…
お
と
な

千
聊
円

、
子
ど
も
瞋
円

利
用
上
の
ご
注
意

▽
宿
泊
室

で
の
喫
煙
は

、
ご
遠
塚
く
だ

さ
い
(
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
あ
り
)
　

▽
酒
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
飲
物

の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん

▽

食
事
は
朝
・
夕
食
と
も
食
堂

で
す

▽
騒
音
防
止
の
た

め
、
麻
雀
、
カ
ラ
オ
ケ
等
の

持
ち
込
み
は
で
孝
ま
せ
ん

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
教
育
委

貝
会
保
健
給
食
係

上 総 湊健康学園

夏
休
み
子
ど
も

消
費
者
講
座

ゴ
ミ
の
問
題
を
考
え
な
が

ら
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
「
手
す
き

葉
s

」を
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
7

月
2
2日
・
2
3日
(
2
　

日
制
)
午
後
1
時
～
3
時

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
4
年
生
～
中
学
3
　

年
生
(
父
母
の
参
観
可
)

内
容

▽
お
話
:
孛
宙
船
地
球

号
の
旅

▽
実
演
…
牛
乳
パ

ッ
ク
の
于
す
き
葉
書

持
参
す
る
も
の

筆
記
具
、
工

プ
ロ
ン

定
s
・
費
用
4
0
名
(
無
料
)

申
込
方
法
7

月
8
日
か
ら
電

話
予
約
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
消
費
者
セ
　

ン
タ
ー
a
8
7
0
1
3
9
1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
映
の
一
時
休
止

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
天
井

ス
ク
リ
ー
ン
改
修
工
事
の
た
め
。

投
映
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

期
間
7
月
1
9
日
～
9
月
1
3
日

問
合
せ
先
教
育
セ
ン
タ
ー
　

豐
聊
&
8
0
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

青
少
年
の
婦
人
問
題

に
関
す
る
意
識
調
査

区
で
は
、
青
少
年
の
方
々
を

対
象
に
、
婦
人
問
題
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
区
の
婦
人
行

政
施
策
に
生
か
す
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
T
。

1
2歳
以
上
1
8歳
以
下
の
男
性

千
緊
名
・
女
性
千
沺
多
气

無

作
為
抽
出
に
よ
り
選
び
、
調
査
s

を
郵
送
し
ま
す
。
発
送
は
7

月
1
0日
頃
の
予
定
で
す
。
調
査

鏖
に
ご
記
入
の
う
え
、
7
月
2
1

日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

調
査一
が
届
い
た
方
は
、
お

手
数
で
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
教
育
委

楓
会
婦
人
対
策
担
当

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
ヘ

住
居
表
示
整
備
が
済
ん
だ
地

域
内
に
。家
屋
等
を
新
築
さ
れ

た
方
は
、
住
所
を
付
け
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
住

所
が
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
転

入
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築
確
認
S

一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

酋
8
8
0
5
0
3
　
1

7
月
の
安
売
デ
ー

・
青
果
物
7

月
2
3日
(
水
T
　

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

鏖
魚
7

月
1
8日
(金
T

青
い

ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

主
催

▽
足
立
区
青
果
物
安
充

り
デ
ー
協
議
会

▽
関
東
水

産
物
商
業
協
同
組
合
西
新
井

支
部
・
千
住
支
部

後
援

足
立
区
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募

集
催
し
物

区
民
大
学

公
開
講
座

人
間
は
ど
の
よ
う
に

発
達
し
て
い
く
の
か

今
回
開
講
さ
れ
る
区
民
大
学

を
、
公
開
講
座
と
し
て
た
く
さ
ん

の
方
に
聴
い
て
い
た
だ
く
た
め
広

く
募
集
し
ま
す
。

日
時
7

月
3
1日
(
木
)

午
後

6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所

竹
の
罹
社
会
教
齊
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
威
人

定
a
5
0
名
(
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

講
師

大
田
堯
氏
(
東
京
大
学
名

曾
敵
授
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住
所

氏
名

年
齢

電
話
番
号
を
記

入
し

、「
公
開
講
座
応
募
」と
明

記
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
7

月
1
4日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
又

化
係
(
〒
圀
千
住
l
j
4
-
1
8
)

第
9
回
少
年

魚
つ
り
大
会

集
ま
れ
!
!

ち
び
っ
子
つ
り
名
人

日
時
8

月
3
日
(
日
)
受
付
・

午
前
6
時
3
0分
～
7
時
1
5分
、

競
技
・
午
前
7
時
3
0分
～
H

時

場
所

葛
西
用
水
ち
び
つ
子
釣
場

(
六
木
四
丁
目
3
番
地
先
、亀
有

駅
北
口
か
ら
東
武
バ
ス
ハ
厠
車

庫
行
き
で
桜
木
僑
北
詰
下
瞰
)

参
加
資
格

区
内
在
住
の
小
学
校

3
年
生
～
中
学
校
3
年
生

定
員
3
0
0
名
(
先
着
順
)

参
加
費

無
料
。
た
だ
し

、
つ
り

具
、
エ
サ
、
魚
の
入
れ
物
(
ビ

ク
等
)
は
各
自
で
用
章
す
る
こ

と
申
込
力
法

往
復
(

ガ
キ
に
僅

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

一

括
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い

申
込
期
限
7

月
1
9日
(

当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
魚
つ
n
天

会
担
当
(
〒
a
　

千
住
1
1
4
-
1
8
)

生
活
教
室

日
時
7
月
2
2
日
(
火
)
午
後
1
　

時
3
0
分
～
t
時

場
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容

健
康
で
楽
し
い
老
後
を
む

か
え
る
た
め
の
上
手
な
食
事
の

作
り
方

費
用

無
料

定
員
3
0
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
7

月
6
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

ー

さ
8
5
0
2
6
1
7

第
3
9
回
区
民

水
泳
競
技
大
会

(
兼
、墨
東
五
区

水
泳
大
会
予
選
会
)

日
時
8

月
1
7日
(
日
)
、午
前
8
　

時
I
8

時
4
5分
受
付

(
予
爾
日
8

月
2
4日
)

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

参
加
資
格

小
学
5
年
生
以
上
の

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

競
技
種
目

左
表
の
と
お
り

申
込
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
所
定

の
申
込
S
(

体
育
課
に
あ
り
)
　

に
住
所

。
氏
名
、
大
会
日
現
在

の
年
齢
(
小
・
中
・
高
校
生
は

学
年
)
、
電
話
番
号
、
種
目
、
所

属
(
学
生
は
学
校
名
)
澂
明
記

の
{
支

申
し
込
む
こ
と

※
小
・
中
学
生
の
申
し
込
み
は
、

保
護
者
の
承
認
と
学
校
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
7

月
1
7日
(
必
着
)

出
場
制
限

▼
小
・
中
学
校
は
各

校
1
種
目
3
名
以
内
(
リ
レ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
は
除
く
)
　

▼
一
般
お
よ
び
高
校
生
は
、―
　

人
2
種
目
ま
で
、小
・
中
学
生
　

は
人
1
種
目
(
リ
レ
ー
、フ
　

ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
&
啄
く
)
▼
　

小
・
中
学
生
の
参
加
所
属
は
通

学
し
て
い
る
学
校
名
で
甲
し
込

む
こ
と
▼
小
・
中
学
生
は
大
会

当
日
保
護
者
、
ま
た
は
引
卒
貴

任
者
と
一
緒
に
来
る
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・
体

膏
課
(
〒
a
千
住
1
-
4
-
1
8
)

あ

ん

ぐ

る

〝が
ん
ば
る
〟
小
林
和
代
さ
ん

背
泳
で
優
勝

(東
京
都
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)

脳
性
ま
ひ
で
、
言
葉
と
体
が
不

自
由
な
西
新
井
の
小
林
和
代
さ

ん
。5
月
3
1日
に
行
わ
れ
た
、
第

3
6回
東
京
都
身
体
障
害
者
体
育
大

会
の
背
泳
(
2
5ぴ
)で

、
見
事
日
本

記
録
(
未
公
認
)
を
出
し
て
一
陽

し
ま
し
た
。

水
泳
を
始
め
た
の
は
、5
年
前

区
の
広
報
紙
で
、
水
泳
教
室
の
募

集
が
あ
り
申
し
込
ん
だ
の
が
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
水
か
大
好
き
で

。

「
プ
ー
ル
の
中
に
入
っ
て
い
る
と

魚
に
な
っ
た
つ
も
り
で
す

」
と
笑

顔
で
薦
っ
て
ぐ
れ
ま
す
。
た
だ
、

ク
ロ
ー
ル
だ
と
呼
吸
が
う
ま
く
で

き
な
い
の
で
、
背
泳
が
自
分
の
体

に
あ
っ
て
い
る
と
の
こ
と

。

遊
び
で
や
っ
て
い
た
水
泳
で
す

が
だ
ん
だ
ん
意
欲
が
で
て
、
い
ま

で
は
「
で
き
た
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た

。

明
る
く
、
常
に
何
か
に
挑
戦
し

て
頑
張
る
そ
の
安
は
、
さ
わ
や
か

な
恩
励
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

夏 休 み 親 子

区 内 め ぐ り

区
内
の
施
設
を
バ
ス
で
ご
案
内

し
ま
す
。観
子
で
夏
の
楽
し
い
思

い
出
を
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
7
月
2
2
日
(
火
)
午
前
9
　

時
～
午
後
4
時
頃

コ
ー
ス

地
下
鉄
綾
瀬
工
場
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
見
沼

代
観
水
公
園
、
都
市
農
業
公
園

参
加
資
格

区
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
観
(
観
人

に
児
竃
I
　

人
に
限
り
ま
す
)

定
a

親
子
2
0組
(
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
親
子

の
氏
名
と
年
齢
、
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
、「
観
子
施
設
め
ぐ
り

参
加
希
望
」
と
明
記
の
う
え
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
1

世
帯

1
通
に
限
り
ま
す
)

※
昼
食
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い

。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

申
込
期
限
7

月
1
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広

聴
係
(
〒
閇一
千
住
1
-
4
-
1
8
)

ス
ズ
ム
シ
を
さ
し
上
げ
ま
す

区
で
は
、
元
溯
江
公
園
内

生
物
館
で
飼
育
し
た
ス
ズ
ム

シ
5
千
匹
を
無
料
で
さ
し
あ

げ
ま
す
。

配
布
日
7

月
2
6日
(
土
)
　
2
7

日

亘

配
布
場
所

元
溯
江
公
園
内

生
物
館

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

「
ス
ズ
ム
シ
希
望
」
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い

※
C
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
期
限
7

月
1
9日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
公

園
管
理
事
務
所
(
一
T
1
2
0
綾

瀬
2
-
3
0
L
6

昔
6
0
2
8
　
8
3
6
)

職
員
(
看
護
婦
)
募
集

募
集
人
数

若
干
名

採
用
予
定
日
9

月
1
日
以
降

勤
務
場
所

保
育
園

応
募
資
格

現
に
看
護
婦
の
免
許

を
有
し
、
昭
和
6
1年
9
月
1
日

現
在
満
3
5歳
未
満
の
方

避
考
日
7

月
3
0日
(
水
)

申
込
方
法

人
事
係
に
履
歴一
1
　

通
持
穆
の
こ
と

申
込
期
限
7

月
1
9日
(
土
)
正

午
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
人

事
係

ひ

ろ
ば

※
先一
順
で
、
一
団

体
一
事
業
、3
ヵ
月

聞
再
掲一
不
可
。

投
稿
先
・
:広
報
課

催
し
物

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
圃
会
(
ム
。

ち
申
ん
の
詩
)
7
月
2
6
日
、

午
前
1
0
時
、午
後
1
時
、午
後

3
時
(
3
回
)
/
産
業
振
興
館

/
前
売
り
劵
瞋
円
/
▽
堀
内
眥

巍
7
7
0
7
(
午
後
6
時
以
降
)
　

一
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ
募
集

8
月
2
5
～
2
7
日
(
2
泊
3
日
)
/

国
立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
覃

本
館
(
福
島
県
)
/
3
歳
以
上
　

(
小
学
3
年
生
以
下
は
親
同
伴

の
こ
と
)
/
鵬
名
(
先
着
順
)

/
一
人
1
万
3
千
円
/
▽
星
の

会
(
佐
々
木
)
酋
8
8
3
4
4
2
6
　

第
3
回
四
季
震
7
月
1
4
日
～

2
0
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
6

時
/
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
油

絵
、
日
本
圃
、
水
彩
、
版
画
そ

の
他
/
作
品
も
公
募
し
て
い
ま

す
/
7

月
7
日
ま
で
/

出
品
料
2

千
沺
円
/
▽
四
季
の
会
(
矢

沢
)
酋
8
9
8
6
8
0
8

チ
ビ
ッ
コ
エ
作
広
場
7
月

2
0
・
2
1
・
2
2
日
(
3
日
間
)
、午

前
9
時
～
午
後
4
時
/
三
共
製

菓
鮗
地
内
(
一

飾
区
亀
有
)
/

作
業
場
、
材
料

工
作
台
な
ど

無
料
で
使
え
ま
す

た
だ
し
か

な
づ
ち
、
の
こ
ぎ
り
、
工
作
ナ

イ
フ
、エ
ン
ピ
ツ
な
ど
は
持
穆
)
/

要
予
約
/

小
野
田
工
務
店

(
大
熊
)
眥
莇
2
5
2
4

第
7

回
合
唱
祭
7

月
1
3

日

午
後
1
時
か
ら
/
文
化
会

館
/
中
学
・
高
校
一
般
団
体
出

演
、
特
別
出
演

足
立
吹
奏
楽

団
/
無
料
/
▽
芳
尾
S
8
8
4
5
5
0
7
(

夜
間
)

ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
連
続
講
演
会

あ
な
た
の
子
は
大
丈
夫
で
す
か

/
7
月
1
1
日
・
1
2
日
、午
映
7

時
～
9
時
/
太
陽
信
用
金
廈
北

足
立
支
店
(
西
伊
興
町
)
/
千

円
/
講
師
は
大
岩
冫
洸
(
医
学

博
士
)
/
▽
大
西
酋
跏
2
8
7

募

集

茶
道
(
裏
千
家
)
同
好
会

毎
月
第
1
・
2
・
3
水
曜
日
、

午
前
9
時
3
0分
1
午
後
1
2時
3
0

分
/
東
和
社
会
教
育
館
/
月
額
2

千
沺
円
/
▽
五
十
嵐
き
翻
　

ジ
ャ
ズ
体
操
・
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ス

毎
週
水
曜
日
、
午
後
4

時
I
5
時
/
朝
日
信
用
金
應
千

住
支
店
/
定
與
1
0名
/
入
会
金
3

千
円
、
月
額
3
千
円
/
▽
中

村
a
M
6
7
2
7

初
心
者
・
主
婦
向
き
ジ
ャ
ズ

体
操
講
習
会
(
午
前
コ
ー
ス
)

月
、水
、木
、金
、午
前
1
0
時
か
ら

(
夜
間
コ
ー
ス
)
木
、午
後
6
時

3
0
分
か
ら
、各
コー
ス
冫
?
片

第
一
週
目
か
ら
4
回
/
太
陽
信

用
金
庫
千
住
支
店
ほ
か
/
月
額
2

千
円
/

▽
山
下
昔
齧
2
8
4
-

健
康
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎

週
月
曜
日
、
午
前
1
0時
I
尨
3
0

分
/

佐
野
社
会
教
育
館
/

▽

佐
藤
啻
6
2
9
0
9
7
7

社
交
ダ
ン
ス
初
級
ク
ラ
ス
7

月
6
日
か
ら
主
に
毎
週
日
曜

日
、
午
後
7

時
3
0
分
か
ら
/

中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

入

会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

男
性
歓
迎
/
他
に
中
級
(
土
)

上
級
(
水
)
あ
り
/
▽
大
石
a

刪
1
4
5
7

掲
示
板

・

了
月
は
、
国
定
資
産
税
。
都

市
計
画
税
第
2
期
分
の
納
期

で
す

問
合
せ
先
足
立
都
税
事
務
所
　

霓
`
2
1
1
1

・

申
告
所
得
税
第
一
期
分
の
納

期
限
は
r
月
3
1日
で
す

問
合
せ
先

足
立
税
務
謦
(
き

8
8
8
6
2
4
1
)、
酉
新
井
税
務

署
(
酋
8
4
0
1
1
1
1
)

亜
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
分
譲
　

住
宅
「
市
街
地
再
開
発
s
業
　

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
」
の
公
募

所
在
地

綾
瀬
1
-
3
5
7
-
3
　
　
(

綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
3
分
)

募
集
戸
数
1
4

階
建
―
棟
一
'一戸

の
う
ち
一

戸

分
譲
価
格
2
千
万
円
台
(
2
　

D
K
)～
3
千
沺
万
円
台
(
4
　

L
D
K
)

パ
ン
フ
レ
。
卜
配
布
場
所

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
、
足
立

区
役
所
他
都
内
2
4力
所

配
布
期
間
7
月
1
5
日
～
2
7
日

問
合
せ
先

東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

眥
杤

・

や
さ
し
い
労
働
法
足
立
教
室

日
時
7

月
8
日
、
午
後
6
時

～
8
時
3
0分

場
所

産
業
振
興
館

内
容

新
し
い
年
金
の
す
べ
て

講
師

原
智
徳
氏
(
評
論
家
)

定
員
1
0
0
名

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

王
子
労
政

事
務
所
a
9
0
0
0
1
1
7

亜
高
齢
者
就
業
相
岐
(
6
5
纖
は

現
役
で
す
)

相
談
日
時
・
場
所
毎
月
第
4
　

火
曜
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
　

3
時
区
役
所
本
庁
舎
・
区
　

民
相
談
室
毎
月
第
3
木
曜
　

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
、

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

墨
田
高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所
魯
6
2
5
7
6
6
8

・

製
靴
技
能
講
座
(
ス
キ
・
折

込
コ
ー
ス
)

同
和
対
策
事
業

日
時
8

月
2
1・
2
2・
2
5・
2
6
　

・
2
8日
、
午
後
6
時
I
9

時

1
0分

費
用

無
料

申
込
日
時
7

月
2
3・
加
日

、

午
前
9
時
～
午
後
7
時

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都

立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
台
東
分
校
(
東
京
都
産
業

労
働
会
館
内
)
酋
8
7
6
2
9
6
　
-

・
少
年
相
談
所
出
張
開
般
の
お

知
ら
せ

日
時
7
月
1
7
～
2
2
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
5
時

場
所

松
坂
屋
上
野
店
(
本
館

6
階
催
事
場
)

内
容

お
子
さ
ん
に
関
す
る
相

談
事
全
般
、
専
門
の
相
談
貝

が
心
理
テ
ス
ト
も
行
い
ま
す

(
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

響
視
庁
少
年
第
一

課
(
少
年
相
談
室
)
f
t
5
8
1
4

一
夏
休
み
親
子
水
逎
施
般
見
学

会

コ
ー
ス
・
見
学
日
程
8

月
1
9
　

日
か
ら
2
7日
ま
で
の
7
日
間

(左
表
穆
照
)

対
象

都
営
水
遭
を
使
用
し
て

い
る
小
学
4
年
生
と
そ
の
保

護
者
(
計
千
名
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

望
コ
ー
ス
、
出
発
地
、
見
学

日
、
穆
加
者
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

(応
募
は
、I
組
に
つ
き
申

し
込
み
(
ガ
キ
ー
枚
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
7

月
2
5日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
水
道

祕
広
報
課
見
学
会
係
(
〒
Ⅲ

千
代
田
区
丸
の
内
3
1
8
-
　
1

昔
2
1
2
2
0
9
4
)

KA240, 000


